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絶縁耐力試験・許容電流
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×

絶縁耐力試験
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×使用電圧と最大使用電圧
電気設備技術基準の解釈（通称 電技）より

（用語の定義）
第１条

最大使用電圧 𝑉𝑚 =
公称電圧

1.1
× 1.15

（例）
公称電圧22000 Vの場合

𝑉𝑚 =
22000

1.1
× 1.15 = 23000 V

公称電圧6600 Vの場合

𝑉𝑚 =
6600

1.1
× 1.15 = 6900 V
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×高圧又は特別高圧の絶縁性能
電気設備技術基準の解釈（通称 電技）より

【高圧または特別高圧の電路の絶縁性能】
第１５条

高圧又は特別高圧の電路は、次の各号のいずれかに適合する絶縁性能を有すること。

一 表に規定する試験電圧を電路と大地との間（多心ケーブルにあっては、心線相互間及び心線と大地との間）に連続して
10分間加えたとき、これに耐える性能を有すること。

二 電線にケーブルを使用する交流の電路においては、表に規定する試験電圧の2倍の直流電圧を電路と大地との間（多心
ケーブルにあっては、心線相互間及び心線と大地との間）に連続して10分間加えたとき、これに耐える性能を有すること。
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×高圧又は特別高圧の絶縁性能
電気設備技術基準の解釈（通称 電技）より

【機械器具等の電路の絶縁性能】
第１６条

変圧器の電路は、次の各号のいずれかに適合する絶縁性能を有すること。

一 表中欄に規定する試験電圧を、同表右欄に規定する試験方法で加えたとき、これに耐える性能を有すること。
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×R0２ 問１２
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×導出のポイント

7000

1.5

500

1.25
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×導出のポイント

7000

1.5

500

1.25

最大使用電圧を導出する

最大使用電圧 𝑉𝑚 =
公称電圧

1.1
× 1.15

𝑉𝑚 =
22000

1.1
× 1.15 = 23000 V

試験電圧𝑉𝑇は左の表の条件より

𝑉𝑇 = 1.25 × 23000 = 28750 V
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×R0２ 問１２
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×R03 問１２
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×導出のポイント

最大使用電圧を導出する

最大使用電圧 𝑉𝑚 =
公称電圧

1.1
× 1.15

𝑉𝑚 =
6600

1.1
× 1.15 = 6900 V

試験電圧𝑉𝑇は表の条件より
𝑉𝑇 = 1.5 × 6900 = 10350 V

二 電線にケーブルを使用する交流の電路においては、表に規定す
る試験電圧の2倍の直流電圧を電路と大地との間（多心ケーブル
にあっては、心線相互間及び心線と大地との間）に連続して10
分間加えたとき、これに耐える性能を有すること。

直流を加える場合、試験電圧の2倍の直流電圧を印加
𝑉𝐷𝐶 = 2 × 𝑉𝑇 = 20700 V



Copy right © 株式会社資格センター電気事業部e-DEN & 電験どうでしょう 12

×導出のポイント

1線の対地静電容量𝐶は
𝐶 = 0.45 μF/km × 0.22 km = 0.099 μF

𝐼 = 3𝜔𝐶𝑉𝑇 = 3 × 2𝜋 × 50 × 0.099 × 10−6 × 10350
= 0.965 A

𝑆 = 𝑉𝑇 × 𝐼 = 10350 × 0.965 = 9990 VA ∼ 10 kVA 等価回路

𝐶 𝐶 𝐶

𝐶 𝐶 𝐶10350 V
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×R03 問１２
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×H２８ 問１２
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×導出のポイント

等価回路

最大使用電圧を導出する

最大使用電圧 𝑉𝑚 =
公称電圧

1.1
× 1.15

𝑉𝑚 =
6600

1.1
× 1.15 = 6900 V

試験電圧𝑉𝑇は表の条件より
𝑉𝑇 = 1.5 × 6900 = 10350 V

𝐶 𝐶 𝐶10350 V

1線の対地静電容量𝐶は
𝐶 = 0.45 μF/km × 0.087 km = 0.03915 μF

𝐼 = 3𝜔𝐶𝑉𝑇 = 3 × 2𝜋 × 50 × 0.03915 × 10−6 × 10350
= 0.3817 A

𝑆 = 𝑉𝑇 × 𝐼 = 10350 × 0.3817 = 3950 VA ∼ 4.0 kVA
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×導出のポイント

𝐶 𝐶 𝐶
10350 V

進み電流𝐼𝑐

𝑋𝐿遅れ電流𝐼𝐿

進み電流𝐼𝑐が大きすぎて変圧器容量を超えてしまうので、
リアクトルの遅れ電流で変圧器部分の進み電流を相殺する

リアクトルに流れる遅れ電流𝐼𝐿を求める
12000 V, 50 Hzのとき292 mA

𝐼𝐿 =
10350

12000
× 292 = 252 mA

変圧器に流れる電流𝐼𝑇は
𝐼𝑇 = 𝐼𝐶 − 𝐼𝐿 = 382 − 252 = 130 mA

𝐼𝐶 = 0.3817 A

変圧器容量を求める
𝑆 > 𝑉𝑇𝐼𝑇 = 10350 × 0.13
𝑆 > 1346 VA

𝑋𝐿



Copy right © 株式会社資格センター電気事業部e-DEN & 電験どうでしょう 17

×H２８ 問１２
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×H２４ 問１１



Copy right © 株式会社資格センター電気事業部e-DEN & 電験どうでしょう 19

×導出のポイント

𝐶 𝐶 𝐶

10350 V

進み電流𝐼𝑐

𝑋𝐿

遅れ電流𝐼𝐿

𝐴2

𝐴3

𝐴4

最大使用電圧を導出する

最大使用電圧 𝑉𝑚 =
公称電圧

1.1
× 1.15

𝑉𝑚 =
6600

1.1
× 1.15 = 6900 V

試験電圧𝑉𝑇は表の条件より
𝑉𝑇 = 1.5 × 6900 = 10350 V

1線の対地静電容量𝐶は
𝐶 = 0.22 μF/km × 0.15 km = 0.033 μF

𝐼𝐶 = 3𝜔𝐶𝑉𝑇 = 3 × 2𝜋 × 50 × 0.033 × 10−6 × 10350
= 0.3217 A ∼ 330 mA
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×導出のポイント

𝐶 𝐶 𝐶

10350 V

進み電流𝐼𝑐

𝑋𝐿

遅れ電流𝐼𝐿

𝐴2

𝐴3

𝐴4

𝐼𝐶 = 330 mA

リアクトルに流れる遅れ電流𝐼𝐿を求める
13000 V, 50 Hzのとき300 mA

𝐼𝐿 =
10350

12000
× 300 = 239 mA

変圧器に流れる電流𝐼𝑇は
𝐼𝑇 = 𝐼𝐶 − 𝐼𝐿 = 330 − 239 = 91 mA

変圧器容量を求める
𝑆 = 𝑉𝑇𝐼𝑇 = 10350 × 0.091
𝑆 = 941 VA
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×H２４ 問１１
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×

許容電流
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×許容電流と過電流保護
電気設備技術基準の解釈（通称 電技）より

（過電流からの低圧幹線等の保護措置）
第63条 低圧の幹線、低圧の幹線から分岐して電気機械器具に至る低圧の電路及び引込口から低圧の幹線
を経ないで電気機械器具に至る低圧の電路（以下この条において「幹線等」という。）には、適切な箇所
に開閉器を施設するとともに、過電流が生じた場合に当該幹線等を保護できるよう、過電流遮断器を施設
しなければならない。ただし、当該幹線等における短絡事故により過電流が生じるおそれがない場合は、
この限りでない。

＜ポイント＞
・線路に電流を流しすぎてはいけない
・過電流が流れた場合、電流を遮断する機能が必要

B

M

B

M

B

H

B

H

B

B ：遮断器 M ：負荷（電動機など起動電流
が大きいもの）

H ：負荷（その他）

幹線
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×許容電流と過電流保護
B

M

B

M

B

H

B

H

B

幹線

𝑖𝑚 𝑖𝑚
′ 𝑖ℎ 𝑖ℎ

′

𝐼𝑀

𝐼𝐻

𝐼𝐶

電動機の電流の合計

その他の電流の合計

𝐼𝑀 ≤ 𝐼𝐻

𝐼𝑀 > 𝐼𝐻 𝐼𝑀 ≤ 50 A

𝐼𝑀 > 50 A

𝐼𝐶 ≥ 𝐼𝑀 + 𝐼𝐻

𝐼𝐶 ≥ 1.25 × 𝐼𝑀 + 𝐼𝐻

𝐼𝐶 ≥ 1.1 × 𝐼𝑀 + 𝐼𝐻

<電線の許容電流 𝐼𝐶 >

𝐼𝑀 = 0 A

𝐼𝑀 ≠ 0 A

𝐼𝐵 = 𝐼𝐻

3 × 𝐼𝑀 + 𝐼𝐻

2.5 × 𝐼𝐶

<遮断器の定格電流 𝐼𝐵 >

①と②の値が小さい方を𝐼𝐵とする

①

②

＜ポイント＞
・電線は許容電流より大きく
・遮断器の定格は大きすぎてはいけない
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×R０１ 問１１
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×導出のポイント

𝐼𝑀 ≤ 𝐼𝐻

𝐼𝑀 > 𝐼𝐻 𝐼𝑀 ≤ 50 A

𝐼𝑀 > 50 A

𝐼𝐶 ≥ 𝐼𝑀 + 𝐼𝐻

𝐼𝐶 ≥ 1.25 × 𝐼𝑀 + 𝐼𝐻

𝐼𝐶 ≥ 1.1 × 𝐼𝑀 + 𝐼𝐻

<電線の許容電流 𝐼𝐶 >
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×R０１ 問１１

𝐼𝑀 ≤ 𝐼𝐻

𝐼𝑀 > 𝐼𝐻 𝐼𝑀 ≤ 50 A

𝐼𝑀 > 50 A

𝐼𝐶 ≥ 𝐼𝑀 + 𝐼𝐻

𝐼𝐶 ≥ 1.25 × 𝐼𝑀 + 𝐼𝐻

𝐼𝐶 ≥ 1.1 × 𝐼𝑀 + 𝐼𝐻

<電線の許容電流 𝐼𝐶 >

𝐼𝐶 ≥ 1.25 × 𝐼𝑀 + 𝐼𝐻 = 1.25 × 49 + 47 = 108.25 A

𝐼𝐶 ≥ 𝐼𝑀 + 𝐼𝐻 = 48 + 48 = 96 A

𝐼𝐶 ≥ 1.25 × 𝐼𝑀 + 𝐼𝐻 = 1.25 × 50 + 46 = 108.5 A

𝐼𝐶 ≥ 1.1 × 𝐼𝑀 + 𝐼𝐻 = 1.1 × 51 + 45 = 101.1 A
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×R０１ 問１１
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×導出のポイント
𝐼𝑀 = 0 A

𝐼𝑀 ≠ 0 A

𝐼𝐵 = 𝐼𝐻

3 × 𝐼𝑀 + 𝐼𝐻

2.5 × 𝐼𝐶

<遮断器の定格電流 𝐼𝐵 >

①と②の値が小さい方を𝐼𝐵とする

①

②
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×R０１ 問１１

𝐼𝑀 = 0 A

𝐼𝑀 ≠ 0 A

𝐼𝐵 = 𝐼𝐻

3 × 𝐼𝑀 + 𝐼𝐻

2.5 × 𝐼𝐶

<遮断器の定格電流 𝐼𝐵 >

①と②の値が小さい方を𝐼𝐵とする

①

②

3 × 𝐼𝑀 + 𝐼𝐻 = 3 × 60 + 20 = 200 A

3 × 𝐼𝑀 + 𝐼𝐻 = 3 × 70 + 10 = 220 A

3 × 𝐼𝑀 + 𝐼𝐻 = 3 × 80 + 0 = 240 A

2.5 × 𝐼𝐶 = 2.5 × 88 = 220 A

2.5 × 𝐼𝐶 = 2.5 × 88 = 220 A

2.5 × 𝐼𝐶 = 2.5 × 88 = 220 A
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×H２９ 問１１
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×導出のポイント
定格電流を求める

𝑃 = 3𝑉𝐼𝑛 → 𝐼𝑛 =
𝑃

3𝑉
=

15000

3 × 210
= 41.24 A

電線数による電流減少係数𝐾1 → 𝐾1 = 0.70

周囲温度による許容電流補正係数𝐾2

𝐾2 =
75 − 𝜃

30
=

75 − 50

30
=

5

6
= 0.9129

電線要求される許容電流𝐼𝐶は

𝐼𝑛 = 𝐾1𝐾2𝐼𝐶 → 𝐼𝐶 =
𝐼𝑛

𝐾1𝐾2
=

41.24

0.70 × 0.9129
= 64.54 A
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×H２９ 問１１

状況

特別高圧

強度
交さ

混触



Copy right © 株式会社資格センター電気事業部e-DEN & 電験どうでしょう 34

×H２７ 問１２

(a)の選択肢 (b)の選択肢
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×導出のポイント

周囲温度による許容電流補正係数 𝑘1

𝑘1 =
60 − 𝜃

30
=

60 − 30

30
= 1

電線数による電流減少係数𝑘2
・単線２線式 → 電線2本
・単線３線式 → 電線2本、中性線1本

合計4本 → 𝑘2 = 0.63
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×導出のポイント

配線Aと配線Bの許容電流は
𝐼𝐴𝑛 = 30 A
𝐼𝐵𝑛 = 30 A

それぞれの電流減少係数𝑘1, 𝑘2より許容電流は

𝐼𝐴𝑛 = 𝑘1𝑘2𝐼𝐴 → 𝐼𝐴 =
𝐼𝐴𝑛
𝑘1𝑘2

=
30

1 × 0.63
= 47.6 A

𝐼𝐵𝑛 = 𝑘1𝑘2𝐼𝐵 → 𝐼𝐵 =
𝐼𝐵𝑛
𝑘1𝑘2

=
30

1 × 0.63
= 47.6 A

(a)の選択肢
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×H２７ 問１２

(a)の選択肢 (b)の選択肢
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×

ご聴講ありがとう
ございました！！


